
便通異常症診療ガイドライン2023を踏まえた
酸化マグネシウム製剤の適正使用について

マツダ病院薬剤部



背景

➢酸化マグネシウム製剤による
高Mg血症については、過去にも
製造販売会社より何度か
注意喚起されている。

➢リスク因子のある患者に対しては、
定期的な血清Mg値の測定が
推奨されている。



ガイドラインの改訂

➢慢性便秘症の治療のフローチャートが
新設され、機能性便秘症には
浸透圧下剤が第一選択となった。

➢ガイドラインにおいても、『マグネシウム製
剤は高齢者や腎機能低下者には注意、
血清Mg値をモニタリングする』と注釈が
ある。

便通異常症診療ガイドライン2023より



＜一部抜粋＞



当院での対応

1.酸化マグネシウムの代替薬候補として、

ツムラ麻子仁丸を新規採用

•体力中等度以下の習慣性便秘で、老人
や老後の虚弱者に対し繁用される

•大黄が他漢方よりも多く含有され効果が
期待できる

•甘草を含まないため副作用の

リスクが少ない



当院での対応

2.血清Mg測定の提案

＜入院患者＞

病棟担当薬剤師が適宜腎機能を確認

Ccr＜30mL/min/1.73㎡の場合には、Mg測定を依頼

＜外来患者＞

前月3ヶ月分の酸化マグネシウム使用患者を抽出

eGFR<30mL/min/1.73㎡の場合には、Mg値測定を依頼

（外来ではCcr算出が難しいため）



外来患者の調査

➢調査期間

2025年5月～2026年2月

➢対象患者

eGFR<30mL/min/1.73㎡かつ酸化マグネシウム製剤使用中の患者

➢対象患者数

13名（単発処方で終了となった患者1名含む）



Mg測定ありの患者：7名

うち1名はMg高値(2.8mg/dL)であったため他剤へ変更提案

⇒ルビプロストンへ変更

Mg測定無く測定を依頼した患者：5名

うち4名はMg測定はせず他剤へ変更、もしくは中止となった

1名はMg正常範囲内のため継続となった

外来患者の調査



院外処方せん

2025年10月より、院外処方箋に

eGFRを表示しています。

また、血清Mg値も掲載しています。

採血が必要な場合や、副作用が疑わ

れる場合には、状況に応じて、疑義照

会やトレーシングレポート等でお知らせ

ください。



ご清聴ありがとうございました


